
 

み
な
と
医
療
生
協
『
九
条
の
会
』 

一
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催 

 

９
月
２
７
日
（
火
）
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー
７
階
に

て
、
み
な
と
医
療
生
協
「
九
条
の
会
」
一
周
年
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

 

当
日
は
、
１
９
０
名
の
参
加
で
、
こ
の
一
年
で
会
員
が

３
７
９
名
（
発
足
時
１
０
６
名
）
と
な
り
、
３
倍
以
上
の
会

員
増
で
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
ま
ず
始
め
に
、
女
性
職
員
に
よ
る
朗
読
劇
「
こ
の
子
た

ち
の
夏
」
、
滅
多
に
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
医
師
に
よ
る

合
唱
（
こ
の
２
演
目
は
、
参
加
者
か
ら
「
と
っ
て
も
良
か
っ

た
。
ま
た
聞
き
た
い
」
な
ど
多
く
の
方
に
絶
賛
さ
れ
た
）

が
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
次
に
、
事
務
局
よ

り
『
み
な
と
医
療
生
協
「
九
条
の
会
」 

こ
の
一
年
の
あ

ゆ
み
』
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過
を
振
り
返

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 「九条を守ろう」と集まった１９０名の会員。それぞ 

れが出来ることから始めようと、心をひとつにしました。 
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戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
の
が
私
の
仕
事 

神
谷
則
明
氏
、
７
３
１
部
隊
を
語
る 

 
 

 
 

記
念
講
演
は
当
初
予
定
し
て
い
た
「
元
７
３
１
部

隊
」
の
元
少
年
兵
・
篠
塚
良
雄
さ
ん
が
ご
病
気
の
た

め
、
同
部
隊
に
所
属
さ
れ
て
い
た
父
親
の
証
言
を
語

り
継
ぐ
神
谷
則
明
さ
ん
（
名
古
屋
国
際
高
校
・
社
会

科
教
諭
）
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
協
立
総
合
病
院

の
患
者
利
用
者
で
も
あ
る
神
谷
さ
ん
は
、
映
像
や
資

料
を
紹
介
し
な
が
ら
７
３
１
部
隊
の
犯
罪
や
そ
の
責

任
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
り
、
参
加
者
に

戦
争
の
非
人
間
性
と
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。
話
の
中
で
、
現
在
の
教
育
の
問
題
（
教
科
書
検
定

や
君
が
代
斉
唱
の
教
職
員
へ
の
強
制
な
ど
）
に
も
触

れ
、
憲
法
九
条
を
変
え
る
動
き
と
一
体
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

神
谷
さ
ん
は
最
後
に
「
戦
争
で
き
る
国
に
向
か
う

今
、
父
や
篠
塚
さ
ん
の
思
い
を
受
け
継
い
で
７
３
１
部

隊
に
つ
い
て
語
り
継
ぐ
こ
と
は
、
私
の
任
務
だ
と
考
え

て
い
る
」
と
、
そ
の
強
い
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
「
自
分
の
親
も
関
わ
っ
て
い
の
で
は
な
い

か
」
「
６
０
年
た
っ
て
も
そ
の
被
害
は
続
い
て
い
る
」
な

ど
、
７
３
１
部
隊
に
関
わ
る
そ
れ
ど
れ
の
思
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。 

現在の国会は、先の衆議院選挙で改憲勢

力が多数を占める力関係となりました。憲法は

国民投票でしか変えることができません。仮に

投票になった場合、国民過半数の反対票があ

れば憲法は変えることはできません。地域の

半分以上の人に「九条を守ろう」の輪を広げま

しょう。 

 

当
日
の
、
み
な
と
医
療
生
協
「九
条
の
会
」へ
の
カ
ン

パ
は
１
万
４
０
０
０
円
で
し
た
。  

た
く
さ
ん
の
カ
ン
パ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

上記日程（13 時開演）で鶴舞の名古屋市公会堂にて、

愛知九条の会、九条の会主催で、呼びかけ人の一人で

ある奥平康弘氏が講演を行います。各地域の九条の会

の紹介ｺｰﾅｰでみなと医療生協「九条の会」もﾀﾍﾟｽﾄﾘｰな

ど展示する予定です。ぜひお越し下さい。 

 



 
神谷氏の講演を聞いて… 

 

○ 実感がこもっていた。真実を語ることの大切さ、知ることの大切さ。 

大切に生きることの大切さ、を再確認した。孫たちの為に行動しよう。 

○ ７３１部隊のことは前から聞いてはいましたが、真実を知ることが出 

来たのは初めてです。 

○ 一語一語が胸にジンときました。教科書問題、九条の問題、平和の 

問題が今大変なことになっていると改めて思います。 

○ 戦争の恐さを改めて感じ、今また危険が迫っていることがわかりま 

した。子どもがいる母として、子どもたちに平和を引き継ぐ責任を感じて 

います。 

○ 私は戦争を知りません。しかし、自分の国がどこへ向かっているか 

関心のない人はいないと思います。国が犯してきた過ちを隠さず、人に 

 話して反省していこうと思います。 

○ 恐ろしい人体実験の話をよく親御さんから聞いてくれたと思います。 

親の言いたかった事をこれからも語り続けてほしいです。正しいこと、悪 

いことをはっきり言える世の中にしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『家庭で、地域で、職

場で・・・九条語って」 

 

記念講演の最後に江間医師は、

『一人一人が自分の住む地域で、

多くの人に憲法九条の話をしよう。

そして、地域、職場に九条の会をた

くさんつくろう』と呼びかけました。 

 

 


